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現

菊

 

機

ら

標

し

で

く

で

す

 

に

べ

る

 

 

水

た

し

ク

に

皆様こんに

就農してから

現在、私が主

菊と冬期間に

今現在、水

機械の操作の

ら農業に従事

標は、私が担

した生産です

できるものに

くるので、防

での収穫に念

す。 

また水稲の

に父や祖父、

べるものは学

るよう頑張り

平成 25 年

水産業賞・ベ

た推進コンク

した。遊佐町

クールにて、

にあたり部会

にちは。県立

らはや二年が

主に担当して

に収穫できる

稲を経営し

の仕方や栽培

事しているよ

担当している

す。経営して

にバラツキが

防除の徹底や

念頭をおい

の分野も徐々

地域の諸先

学びより良い

りたいと思い

年 11 月 2

ベストアグリ

クールにて

町共同開発米

、最優秀賞

会長より一

立農業大学校

が経とうとし

ているのがお

る軟白ネギで

している主体

培管理などを

ような形です

る小菊、軟白

ていく上でそ

があると収入

や植え付ける

て栽培した

々に世代交代

先輩方に教わ

い作物を栽培

います。 

21 日、山形

リ賞エコエ

て表彰式が

米部会は本

を受賞しま

一言頂いてお

校を卒業し、

しています。

お盆出しの小

です。 

体が父なので

を教わりなが

す。当面の目

白ネギの安定

その年ごとに

入に直結して

る時期、適期

たいと思いま

代できるよう

わりながら学

培、出荷でき

形県農業賞

エリアやまが

が開催されま

本年度のコン

ました。受賞

おります。

、

。

小

で、

が

目

定

に

て

期

ま

う

学

き

 

山形

発米部

わたる

された

の世代

ものだ

 日本

するな

農業を

になる

 私た

す。そ

があり

た。「だ

な収量

めてい

食味の

部会長

賞・

が

ま

ン

賞

 

形エコエリア

部会が山形県

る消費者との

たものです。

代が受け継ぎ

だと思います

本の農政はこ

なか、山形県

を続けていく

るはずです。

たちの米作り

そのため、天

、ここ数年

だから、諦め

量を上げてい

います。環境

の高い農作物

長をガンバッ

アコンクール

県知事最優秀

の交流と環境

この事は、

ぎ、長年の生

す。 

ここにきて大

県が私達の活

中で、生産

 

りは、化学肥

天候に大きく

年は思い通り

めるのでは

いく為の、農

境に優しく、

物を作ること

テいきます

ルにおいて、

秀賞を頂きま

境にやさし

先輩がたの

生産者の努力

大きく方向

活動を認めた

産者にとって

肥料や農薬を

く影響を受け

りの収穫をと

はなく」この

農業技術の研

基本収量が

とをめざす

す。 

遊佐町共同

ました。長年

しい農業が評

の努力を私た

力が認められ

向転換しよう

たことは、今

ては、大きな

を減らしてい

けてしまうこ

とれませんで

の農法でも充

研究・開発に

があり、さら

すことを改め

菅原 英

 

同開

年に

評価

たち

れた

うと

今後

な力

いま

こと

でし

充分

に努

らに

めて

英児


